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ＴＥＬ　011－822－1811（代）

患者サポートセンター
地域連携室　ＴＥＬ　0120－552－303
　　　　　　ＦＡＸ　011－832－9624
連携いただいている先生方よりお受けしております。

医療社会事業相談室　ＴＥＬ　011－832－3260
療養上の相談を、
医療施設・患者・家族よりお受けしております。－5－
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秋　葉　英　成診療部長・放射線診断科部長

平　山　さおり患者サポートセンター　副センター長

「つながり」

KKR札幌医療センター
KKR Sapporo Medical Center

連携病院の皆様におかれましては、平素よりたく

さんのご支援をいただき、心より感謝申し上げます。

北海道では雪まつり後に始まった新型コロナ感染症

ですが、皆様、日常診療のご苦労が絶えないことと

思われます。当院も従来の診療とは別個の対応を余

儀なくされ、状況に即した新たな診療体制の確立が

進行中です。ただし、ご紹介いただいた患者さんの

診療と退院や転院後の支援は、従来通り尽力して参

りますのでどうぞよろしくお願いいたします。

春からの全国の感染拡大に伴い、「不要不急の外

出禁止」や「三密の回避」、「ソーシャルディスタン

スの確保」、「接触機会の８割減」などの自粛策が講

じられました。おかげで個人的にはコロナ禍で出不

精となりコロコロと太（デブ）りました。致し方な

いこととはいえ、なんと暮らしにくい世の中になっ

たことでしょう。人々の集いが制限され、時として

寄り添うことすら憚られるなど、感染回避策によっ

て奪われた人々の「つながり」の重みがつくづく実

感されます。これからは対策の妥当性が適宜検証さ

れ、感染拡大の収束への道と「つながり」を取り戻

す術が順次見いだされることに期待します。 

さて、私が担当しています放射線診断科は、ＣＴ

やＭＲＩ、核医学などの高額医療機器の共同利用推

進という地域医療への関わりを担っており、皆様と

の「つながり」は画像診断であります。当院では昨

年末よりＣＴやＭＲＩの検査で地域連携枠を設けて

先生方からのご依頼に対応させていただき、運用状

況からそれらの枠数を調整いたしました。まもなく

次なるステップとして、インターネットからの検査

予約と検査画像や診断報告書の配信（Ｗｅｂ配信シ

ステム）の運用開始を予定しています。

放射線診断医は患者さんを直に診察する機会は少

なく、診療される先生を介して初めて患者さんのお

役に立てる立場です。少しでも先生方から信頼いた

だき診療に貢献できますよう、これからも心して診

断にあたりたいと思いますので、どうぞよろしくお

願い申し上げます。

－4－

橋　本　真　央

２月より患者サポートセンターに配属になりました橋本真央と申します。ＫＫＲ

札幌医療センターに入職してからは、病棟でさまざまな科の患者様と関わらせてい

ただきました。患者サポートセンターでは入院される方との関りが多くなってきま

すので、これまでの病棟勤務での経験を活かしサポートできるように努めていきた

いと思っております。よろしくお願いいたします。

診療体制に関するご連絡

患者サポートセンター　新メンバー紹介

石　川　郁　子

初めまして石川郁子と申します。昨年から患者サポートセンター所属となり、病

院の総合案内で患者相談を行っております。紹介状、予約票をお持ちの方のご案内

や、何処に受診したら良いかと迷っている方々へのご相談をお受けしております。

病院に来られる方は、高齢の方や支援の必要な方が沢山いらっしゃいます。親切・

丁寧にわかりやすくを心がけて参りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

当院は、新型コロナウイルス感染症やインフルエンザ流行期に備えて、発熱患者さんの動線や待機場所

をさらに厳重にし、院内感染が起こらないように努めております。

また、各診療科でも外来・病棟共に十分な感染対策を行っております。しっかりと感染対策に取り組ん

でおりますので、通常患者さんに関しましては、これまでと同様に安心してご紹介してください。

一方で、発熱や呼吸器症状がある患者さんに関しましては、発熱ユニットで必要な検査や診察を行なっ

ております。患者さんをご紹介いただく際には“発熱スクリーニングシート”を可能な範囲でご記入いた

だき、診療情報提供書と共に地域連携室に FAX していただきますようお願い申し上げます。尚、発熱ス

クリーニングシートは、当院のホームページから印刷可能ですのでご利用ください。
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新任医師のご 紹 介

代謝・内分泌内科部長　渡　部　　　拓
この度、10 月より、代謝・内分泌内科部長を拝命いたしました渡部　拓と申し

ます。それまでは 10 年以上、北海道大学病院で診療・研究・教育に従事して参り

ました。今後は糖尿病を軸に地域の医療に貢献して参りたいと思いますので、どし

どし患者さんをご紹介頂ければ幸いです。糖尿病は合併症との戦いでもありますの

で、一通りの合併症検索を目的にご紹介頂いて、外来あるいは入院で合併症検査を

行い、外来通院はそのまま諸先生方のところで継続頂くのも良いと考えております。

様々なニーズに応えて参りたいと存じますので、何卒よろしくお願い申し上げます。

小児科・新生児科部長　井　口　晶　裕
2020 年 10 月より小児科に赴任いたしました井口晶裕と申します。

子どもたちのために貢献できるように尽力したいと思います。どうぞよろしくお

願い致します。

藤　井　浩　之事務部長

連携いただいている医療機関の皆様には、日頃よ

り格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。令

和 2年 4月 1日付で事務部長を拝命いたしました藤

井浩之です。

前職は、同じKKRグループの斗南病院で、5年間、

事務部長を務めさせていただきました。

当院の立地している「平岸」地区は、私にとって

高校、大学時代を過ごした第 2 の故郷であり、とて

も感慨深く縁と親しみを感じています。私のモットー

は「劣化コピーは止めよう」を合言葉におかしいと

思った時、気が付いたときに立ち止まって、今まで

どおりが本当に正解なのか、他の選択肢がないのか

を振り返ることを念頭に置き、改革を進めていきた

いと思っています。何かお気づきの点があれば、遠

慮なく申し出ください。

現在、医療を取り巻く環境は大変厳しく、その中

で生き残りをかけて、平岸のこの地において求めら

れる「急性期医療」を担っていくために、当院の 2

本柱である「がん診療」、「救急医療」を中心に地域

に信頼される病院を目指し、全職員が一丸となって

邁進する所存です。

最後に、この厳しい医療情勢を乗り切るためには、

皆様と力を合わせて今まで以上に信頼し合える関係

を築き、地域の核となる病院として医療の質の向上

と充実に努めてまいりたいと思います。今後とも、

皆様のご指導を頂けますようよろしくお願い申し上

げます。

事務部長　就任の挨拶

「循環器ホットライン」電話のご案内
連携医の先生方からの循環器疾患に関するお問い合わせ、患者様の診察依頼、入院依頼に迅速

に対応するため「循環器直通」電話を開設しています。昼夜を問わず365日、24時間循環器担当
医が院内に常駐し救急を含めた循環器疾患の患者様に対応いたします。

循環器専用ダイヤル：090－8425－1773



－2－－3－

KKR札幌医療センター
KKR Sapporo Medical Center

新任 医師のご紹介

代謝・内分泌内科部長　渡　部　　　拓
この度、10 月より、代謝・内分泌内科部長を拝命いたしました渡部　拓と申し

ます。それまでは 10 年以上、北海道大学病院で診療・研究・教育に従事して参り

ました。今後は糖尿病を軸に地域の医療に貢献して参りたいと思いますので、どし

どし患者さんをご紹介頂ければ幸いです。糖尿病は合併症との戦いでもありますの

で、一通りの合併症検索を目的にご紹介頂いて、外来あるいは入院で合併症検査を

行い、外来通院はそのまま諸先生方のところで継続頂くのも良いと考えております。

様々なニーズに応えて参りたいと存じますので、何卒よろしくお願い申し上げます。

小児科・新生児科部長　井　口　晶　裕
2020 年 10 月より小児科に赴任いたしました井口晶裕と申します。

子どもたちのために貢献できるように尽力したいと思います。どうぞよろしくお

願い致します。

藤　井　浩　之事務部長

連携いただいている医療機関の皆様には、日頃よ

り格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。令

和 2年 4月 1日付で事務部長を拝命いたしました藤

井浩之です。

前職は、同じKKRグループの斗南病院で、5年間、

事務部長を務めさせていただきました。

当院の立地している「平岸」地区は、私にとって

高校、大学時代を過ごした第 2 の故郷であり、とて

も感慨深く縁と親しみを感じています。私のモットー

は「劣化コピーは止めよう」を合言葉におかしいと

思った時、気が付いたときに立ち止まって、今まで

どおりが本当に正解なのか、他の選択肢がないのか

を振り返ることを念頭に置き、改革を進めていきた

いと思っています。何かお気づきの点があれば、遠

慮なく申し出ください。

現在、医療を取り巻く環境は大変厳しく、その中

で生き残りをかけて、平岸のこの地において求めら

れる「急性期医療」を担っていくために、当院の 2

本柱である「がん診療」、「救急医療」を中心に地域

に信頼される病院を目指し、全職員が一丸となって

邁進する所存です。

最後に、この厳しい医療情勢を乗り切るためには、

皆様と力を合わせて今まで以上に信頼し合える関係

を築き、地域の核となる病院として医療の質の向上

と充実に努めてまいりたいと思います。今後とも、

皆様のご指導を頂けますようよろしくお願い申し上

げます。

事務部長　就任の挨拶

「循環器ホットライン」電話のご案内
連携医の先生方からの循環器疾患に関するお問い合わせ、患者様の診察依頼、入院依頼に迅速
に対応するため「循環器直通」電話を開設しています。昼夜を問わず365日、24時間循環器担当
医が院内に常駐し救急を含めた循環器疾患の患者様に対応いたします。

循環器専用ダイヤル：090－8425－1773



－1－

秋　葉　英　成診療部長・放射線診断科部長

平　山　さおり患者サポートセンター　副センター長

「つながり」

連携病院の皆様におかれましては、平素よりたく

さんのご支援をいただき、心より感謝申し上げます。

北海道では雪まつり後に始まった新型コロナ感染症

ですが、皆様、日常診療のご苦労が絶えないことと

思われます。当院も従来の診療とは別個の対応を余

儀なくされ、状況に即した新たな診療体制の確立が

進行中です。ただし、ご紹介いただいた患者さんの

診療と退院や転院後の支援は、従来通り尽力して参

りますのでどうぞよろしくお願いいたします。

春からの全国の感染拡大に伴い、「不要不急の外

出禁止」や「三密の回避」、「ソーシャルディスタン

スの確保」、「接触機会の８割減」などの自粛策が講

じられました。おかげで個人的にはコロナ禍で出不

精となりコロコロと太（デブ）りました。致し方な

いこととはいえ、なんと暮らしにくい世の中になっ

たことでしょう。人々の集いが制限され、時として

寄り添うことすら憚られるなど、感染回避策によっ

て奪われた人々の「つながり」の重みがつくづく実

感されます。これからは対策の妥当性が適宜検証さ

れ、感染拡大の収束への道と「つながり」を取り戻

す術が順次見いだされることに期待します。 

さて、私が担当しています放射線診断科は、ＣＴ

やＭＲＩ、核医学などの高額医療機器の共同利用推

進という地域医療への関わりを担っており、皆様と

の「つながり」は画像診断であります。当院では昨

年末よりＣＴやＭＲＩの検査で地域連携枠を設けて

先生方からのご依頼に対応させていただき、運用状

況からそれらの枠数を調整いたしました。まもなく

次なるステップとして、インターネットからの検査

予約と検査画像や診断報告書の配信（Ｗｅｂ配信シ

ステム）の運用開始を予定しています。

放射線診断医は患者さんを直に診察する機会は少

なく、診療される先生を介して初めて患者さんのお

役に立てる立場です。少しでも先生方から信頼いた

だき診療に貢献できますよう、これからも心して診

断にあたりたいと思いますので、どうぞよろしくお

願い申し上げます。

KKR札幌医療センター
KKR Sapporo Medical Center

－4－

橋　本　真　央

２月より患者サポートセンターに配属になりました橋本真央と申します。ＫＫＲ

札幌医療センターに入職してからは、病棟でさまざまな科の患者様と関わらせてい

ただきました。患者サポートセンターでは入院される方との関りが多くなってきま

すので、これまでの病棟勤務での経験を活かしサポートできるように努めていきた

いと思っております。よろしくお願いいたします。

診療体制に関するご連絡

患者サポートセンター　新メンバー紹介

石　川　郁　子

初めまして石川郁子と申します。昨年から患者サポートセンター所属となり、病

院の総合案内で患者相談を行っております。紹介状、予約票をお持ちの方のご案内

や、何処に受診したら良いかと迷っている方々へのご相談をお受けしております。

病院に来られる方は、高齢の方や支援の必要な方が沢山いらっしゃいます。親切・

丁寧にわかりやすくを心がけて参りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

当院は、新型コロナウイルス感染症やインフルエンザ流行期に備えて、発熱患者さんの動線や待機場所

をさらに厳重にし、院内感染が起こらないように努めております。

また、各診療科でも外来・病棟共に十分な感染対策を行っております。しっかりと感染対策に取り組ん

でおりますので、通常患者さんに関しましては、これまでと同様に安心してご紹介してください。

一方で、発熱や呼吸器症状がある患者さんに関しましては、発熱ユニットで必要な検査や診察を行なっ

ております。患者さんをご紹介いただく際には“発熱スクリーニングシート”を可能な範囲でご記入いた

だき、診療情報提供書と共に地域連携室に FAX していただきますようお願い申し上げます。尚、発熱ス

クリーニングシートは、当院のホームページから印刷可能ですのでご利用ください。



KKR札幌医療センター
令和2年12月発行
発行所：ＫＫＲ札幌医療センター
発行責任者：患者サポートセンター
　　　　　　　　　　　　センター長　磯部　宏

KKR Sapporo Medical Center

Regional alliances and support
患者サポートセンターだより 2020

64号

目　　次

1．診療部長のご挨拶
2．事務部長就任のご挨拶
3．新任医師のご紹介
循環器ホットライン電話のご案内

4．診療体制に関するご連絡
患者サポートセンター新メンバー紹介

5．外来診療担当医師表

KKR札幌医療センター
〒062-0931
札幌市豊平区平岸１条６丁目３－４０
ＴＥＬ　011－822－1811（代）

患者サポートセンター
地域連携室　ＴＥＬ　0120－552－303
　　　　　　ＦＡＸ　011－832－9624
連携いただいている先生方よりお受けしております。

医療社会事業相談室　ＴＥＬ　011－832－3260
療養上の相談を、
医療施設・患者・家族よりお受けしております。－5－

 

札幌医療センター
KKR Sapporo Medical Center

作者 加藤 咲紀 様




